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R.I会長　イアンＨ．Ｓ．ライズリー

　　例会場：新日鐵住金(株)技術開発本部　富津クラブ　

Office 　　  　　 　千葉県富津市新富20-1

          20-1 Shintomi，Futtsu shi, Chiba ken  　　TEL：0439-80-2525

          TEL 0439-80-2525 　　事務所：新日鐵住金(株)技術開発本部　富津クラブ　

　  　　　 　千葉県富津市新富20-1

 　　TEL：0439-80-2525

Meeting Place 　　例会日：　 水曜日     　 12：30～13：30

          Ｆuttu club ,at12:30, Wednesday at 18:00,Last Meetings 　　　　　　　 最終例会　  18：00～19：00

第２７９０地区ガバナー 寺嶋　哲生（柏ＲＣ）

第４分区ガバナー補佐 内田　稔　（木更津東ＲＣ）

富津シティＲ．Ｃ会長 立石　泰之

　　　〃　　　　副会長 椎津　裕貴

　　　〃　　　　幹事 高木　一彦

　　　〃　　　　SAA 遠藤　和夫 　 会長　　　　 副会長 　　　 幹事　 　 　ＳＡＡ　　

ＳＡＡ 遠藤　和夫会員 ソング 「君が代」

「奉仕の理想」

点鐘　　 立石　泰之会長 ソングリーダー　

　　　　渡邉　敏　会員

【会長挨拶】 立石　泰之会長

　　　皆さま、あけましておめでとうございます。２０１８年度、初め

　　ての例会です。今年もみんな仲良く楽しく元気よく！戌年にちなん

　　でワンステップずつ地に足付けて頑張っていきましょう。ご支援・

　　ご協力の程、宜しくお願い申し上げます。良い年になります様に。

　　年賀状を頂きましたのでご報告致します。国際ロータリー第２７９

　　０地区ガバナー事務所（ガバナー寺嶋哲生様、地区幹事長　神野美

　　明様、地区幹事一同）より頂きました。ガバナーエレクト　橋岡　

　　久太郎様から頂きました。勝浦ロータリークラブ様から頂きました。

　　(株)オクトン様から頂きました。ありがとうございます。昨年度末

に友好クラブ・川崎マリーンロータリークラブ様のクリスマス例会に参加して来ました。今回はプロマジシャンの

方が来て各テーブルを回りまして演技を披露してもらいました。次年度の役員候補の方々の挨拶もあり改めてとて

も勢いのあるクラブだと思いました。今年もいろいろと勉強させて頂きたいと思います。川崎マリーンロータリー

クラブ様は来月１５日が創立２５周年記念式典になりますので、ご参加ください。記念式典　１８時３０分点鐘、

祝宴　１９時３０分からです。会場は川崎日航ホテルです。皆さまは年末年始をどのように過ごされたでしょうか。

自分は年末に大掃除、年始は地元の飯野神社へ初詣に行きました。毎年恒例のわが家の行事ですが初詣は良いもの

です。あまり詳しくはないのですが飯野陣屋は歴史があり「飯野陣屋は飯野藩初代藩主・保科弾正忠正が慶安元年

広報委員会 佐々木敏郎　和田充敏　窪田謙　竹内謙治　高木一彦
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（１６４８年）に築造したもので明治維新に至るまで十代３２０年余りの間、藩主の居所でした」と案内版にあり

ます。ここは県指定史跡に昭和４２年になっています。日本三大陣屋は他に長州徳山、備前敦賀にあったようです

が現存しているのは上総飯野の陣屋だけのようです。周りには古墳もたくさんあります。このように歴史的にも貴

重な地域ですが陣屋の周りのお堀も管理できてないと言いますかゴミだらけで汚れています。地元の方達やボラン

ティア団体などで清掃活動もしていると思いますが場所も広大なために大変です。神社を参拝しながら綺麗な陣屋

跡にするにはどうしたらいいのかなどと思いました。本年も宜しくお願い致します。

【幹事報告】 　高木　一彦幹事

　明けましておめでとうございます。1月7日(日)に富津市の成人式に

出席してまいりました。これまでの成人式とは違って、新成人の中か

ら12名の実行委員を選出して自分達の成人式を企画運営する方法を取

り入れて実施され、手作りの素晴らしい成人式でした。特に、5年前に

20歳の自分宛に書いた手紙の発表では、15歳の時の子供っぽい文章と

それを読み上げるちょっと大人になった本人とのギャップがよくわか

り、本当に良かったです。それでは、幹事報告をさせていただきます。

　・国際ロータリーより、日本人親善朝食会についてのお願いが届いております。

　　日　時：2018年6月24日(日)　開場(予定)AM6:30　朝食会(予定)7:00～8:30

　　場　所：ハイアット・リージェンシー・トロント

　　会　費：一人10,000円

　　カナダトロントでの開催となりますが、ご興味のある方はご参加ください。

　・ロータリー財団補助金管理セミナー開催の案内が届いております。

　　日　時：2月10日（土）　点鍾13:00～

　　場　所：TKPガーデンシティ千葉

　　内　容：補助金管理について（地区補助金・グローバル補助金）、補助金申請の手順について

　　登録料：1クラブ3,000円

　　対象者：本年度クラブ会長、次年度クラブ会長、次年度ロータリー財団委員長（未定の場合は今年度）

　・ガバナー事務所より、地区大会における選挙人選出のお願いが届いております。

　　2月24日(土)・25日(日)に開催される地区大会の決議に関する選挙人の選出を、別紙の「地区大会信任状照明書」

　　に記入の上、1月31日(水)までにFAXでガバナー事務所宛にお知らせくださいという事です。

　・ロータリー財団より、ロータリー財団百年史のご案内が届いております。

　　今回特別価格にての販売となりますので、ご購入検討ください。

　・国際ロータリー日本事務局より、職業奉仕月間　リソースのご案内が届いております。

　　2017-18年度　国際ロータリー出版物日本語版注文用紙と一緒に回覧しますのでご覧ください。

　・君津、木更津、袖ヶ浦ロータリークラブより週報が届いていますので回覧いたします。

以上で幹事報告を終わります。

【委員会報告】

・副会計　　　　　　　　　渡邉　敏　会員 　・奉仕プロジェクト委員会　　　宮崎　晴幸会員

　地区関係負担金について報告 研修旅行について

　（半期）　12,640円×15名＝189,600円 　　- ２ -



【年男卓話】　　　　　　　　遠藤　和夫会員

　　　　入会して48、60、72歳と今回で3回目の年男卓話になります。

　　　　先日いい文章を見つけましたのでご紹介いたします。

　　　　「一日一日を丁寧に生きる」

　　　　私たちは日々、さまざまに心をはたらかせながら生きています。

　　　　毎日の生活は平凡なようでも、そこでの私たちの心は常に同じ

　　　　ということではありません。例えば、家族が用意してくれた食

　　　　事を前にしたときに「また、いつものおかずか」と不満に思う

　　　　か、または「いつもありがとう」と感謝するかは、自分の心次

　　　　第なのです。　自分自身の「今の心」が今日一日をつくり、そ

　の積み重ねが人生となります。一日一日を丁寧に生きるため、いつも見過ごしているような小さなことに、温かい

　まなざしを向けていきませんか。

　「快適さ」は幸せへの近道？

　　日常生活を送るうえでは、人それぞれに「これがあるとうれしい」「こうなっていると快適」と思う要素がある

　ものです。小さなことでは「朝のおいしいコーヒーは、一日のスタートに欠かせない」「髪のセットがうまくいく

　と、その日は気分よく過ごせる」等々。そうした大小さまざまな「快適さ」への願望は、近年の科学技術の進歩に

　よって実現しやすくなった部分もあるでしょう。　現在、国内では八割近い人に普及したスマートフォンも、つい

　十年前には考えられなかったことです。これによって欲しい情報を欲しいときに得ることができたり、連絡を取り

　たい人といつでもつながることができたりと、従来はできなかったことが可能になりました。　では、その「快適

　さ」や「便利さ」によって「自分は幸せだ」という実感が増した人は、どのくらいいるでしょうか。　これは、あ

　くまで一例です。日本は戦後、家電製品をはじめとしたさまざまなものをつくり出し、一般に普及することで、生

　活の不便を解消してきました。経済の成長に伴って、一人あたりＧＤＰ（国内総生産）も、この五十年で約六倍に

　なっています。そうであれば、私たちの「幸せ」もそれだけ増えていてよさそうなものですが、多くの人は、そう

　感じてはいないようです。　むしろ最近は、人間関係に悩んだり、将来に不安を感じたりして、「幸せを実感しに

　くい」と思っている人が増えているのではないでしょうか。

　満足を生むのは「足るを知る心」

　　「世界各国の中で、どこの国の国民が一番幸せか」ということを示す、興味深い調査報告があります。　英国の

　シンクタンク「ニュー・エコノミクス財団」による「地球幸福度指数」の２０１６年版では、中米のコスタリカが

　首位となっています。面積は九州と四国を合わせた程度、人口は約４８１万人という、経済面も含め、決して大き

　な国ではありません。また、ここで上位となった国々は、メキシコ、コロンビアのほか、バヌアツ、ベトナム、パ

　ナマ、ニカラグア、バングラデシュ等、いずれも経済大国といわれる国々ではないようです。　そうした国々が選

　ばれた理由はいくつかあるでしょうが、一つには、その国に住む人々の「生活の満足度」が高い点が挙げられます。

　　これは決して「物質的な豊かさ」と比例するものではありません。モノや情報があふれる中で暮らす私たちは、

　新しいスマートフォンを手にしても、しばらくたつと「もっと性能のよいものを」と思うことはないでしょうか。

　また、手軽に利用できるようになったインターネットで他人の生活ぶりを知ったばかりに、「自分ももっとよい暮

　らしがしたい」という気持ちを抱くことはないでしょうか。そこには「満足」ではなく「不足」を思う心がはたら

　いています。　あれがない、これがないと「不足」を数えていけばきりがなく、そうするほどに心はすさんでいき

　ます。私たちの幸せとは、物質的な豊かさよりも「今の生活に満足して心穏やかに日々の暮らしを送ること」、つ

　まり「足るを知る心」によるといえるのではないでしょうか。

　「支えられている自分」に気づく

　　この「感謝」ということについて考えるとき、忘れてはならないのは「私たちは、人や社会とのつながりの中で

　生きている」という事実です。例えば、衣・食・住を支える社会基盤がなくなったとしたら、「普通の生活」を営

　むことができるでしょうか。　ところが、私たちは「快適さ」や「便利さ」にはすぐに慣れてしまい、それを当た

　り前のとこのように思いがちです。水道の蛇口をひねると、いつでも水が出てきて当たり前。電灯のスイッチを入

　れれば、明かりがついて当たり前。そうした生活の背後にある「支えてくれている人たち」の存在を、ふだんはあ

　まり意識することがありません。　それは、家族をはじめとした「いつも身近にいて、自分を支えてくれている人

　たち」の存在についても、同じことがいえるのではないでしょうか。　今、目を閉じて、朝起きてからの出来事を

　静かに思い浮かべてみましょう。「今日一日、誰の助けも親切も受けずに過ごした」と言える日は、はたして存在
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　するのでしょうか。　私たちの人生は、いつもどこかで、誰かに支えられているものです。それを、まるで一人で

　生きてきたかのように錯覚したときに、思わぬ「人生の迷い道」に踏み込んでしまうのかもしれません。そこから

　抜け出すために、一日のうちのわずかな時間でも、静かに自分自身の心を見つめ直し、「支えられている自分」を

　確認してみてはいかがでしょうか。　誰かにしてもらった親切に対して素直に「ありがとう」という心が湧き起こ

　ったとき、そこには「小さな幸せ」が感じられるはずです。幸せを感じにくいときは、心の中の「幸せを感じるス

　イッチ」が入っていないのかもしれません。そのスイッチをオンにできるかどうかは、自分自身の心次第なのです。

　「感謝の種」に気づける自分になる

　　何事も「こうであればいいのに」「私が、私が」といった自分中心の願望を追い求めすぎると、周囲の人たちと

　衝突したりして、かえってうまくいかないことが多いものです。「幸せ」についても、これを直接的に追い求める

　より、一見遠回りのように見えても、自分自身の心の質を高めていくことが大切です。　客観的に見ると恵まれた

　境遇にありながら、どこかみたされない思いや不平・不満を抱いて毎日を過ごしている人もいます。一方で、経済

　的に豊かではなかったり、病気を抱えていたりしても、生き生きと毎日を過ごす人もいます。その違いは、どこで

　生じるのでしょうか。　それは、日々の生活の中に隠れている「感謝の種」に気づくことができるかどうか。そし

　て「感謝」が増えるほど、「幸せ」を感じる機会は多くなるはずです。特に周囲の人たちとつながることに喜びを

　感じ、人の幸せのために尽くす喜びを知ったなら、どんなに喜びの多い人生になることでしょう。　私たちの心は、

　自分自身に与えられたものに感謝し、また人を思いやり、人に尽くそうとするときにこそ、生き生きとはたらくも

　のです。その心のはたらきが、私たちの心の中の「幸せスイッチ」をオンにする力にもなるのです。　心の持ち方

　を、ほんの少しだけ変えてみること——それは今、この瞬間からでもできることではないでしょうか。

【年男卓話】　　　　　　　　立石　泰之会長

　　　　皆さん、改めまして新年あけましておめでとうございます。卓話の

　　　お時間を頂きましたので、ふるさと富津市について語らせて頂きます。

　　　富津市を語ると言っても自分は無学の為、富津市市議会議員の会派

　　　「保守の会」ニュースレターから引用させて頂きます。新年に新聞と

　　　一緒に頂きましたが富津市への愛情溢れる思いが感じられとても勉強

　　　になりました。６名の会派ですが各種セミナーや勉強会へ参加されて

　　　いて優秀な政策集団に感じます。会長は親クラブ・富津中央ロータリ

　　　ークラブの渡辺務先生ですが類まれなリーダーシップは尊敬します。

　　　「川を上り、海を渡れ。」経済学者の高橋洋一氏が著書で書いた言葉

　で「川を上れ」とは、歴史をさかのぼって見識を深めよという意味。「海を渡れ」とは文字どおり海外に目を向け

　て広い視野を持てということです。この川を上り、海を渡ったところで、様々な課題について判断し行動をおこす

　ことでリーダーシップを発揮させていただきたいと考えていますとおっしゃっております。私は富津市民の一人と

　して会派の活動をありがたく思っております。６名のメンバーが各分野を語っておりますが少しずつ紹介させて頂

　きます。【文化財の保護と管理及び活用・永井庄一郎先生】富津市には多くの文化財が存在します。指定されてい

　るものは国指定４、県指定１７、市指定５９の合計８０指定。文化財は幾つかの体系に分けられ有形文化財、無形

　文化財、民俗文化財、記念物に大別され、その所有者も個人所有や団体所有など様々です。【健康寿命社会の創出

　・鈴木幹雄先生】1947年頃の日本人の平均寿命は、男性が50.06歳、女性が53.96歳でした。2016年になると男性が

　80.98歳、女性が87.14歳と大きく伸びています。平均寿命に比べ健康寿命は平均で男性が９年、女性が１３年少な

　いと言われています。健康寿命を伸ばす方法は食事、運動、太陽を浴びるということ。富津市の薦めている「富津

　市いきいき百歳体操」と合わせて市民こぞって楽しみながら健康寿命の創出を！【財政健全化への道・平野英男先

　生】災害など不測の事態に備えるための市の貯金である財政調整基金残高が現在１８億４３００万円となりました。

　経営改革が進み財政構造のバランスが良くなってきていると感じますが楽観はできません。財政構造が改善しつつ

　ある今、あらためて注意しなければならない点は、「あれもしたい、これもしたい」と欲張らないことです。限り

　ある予算を大切に活用させていただかなければなりません。優先順位をつけ賢く支出をさせていただくという意味

　の、ワイズスペンディングに徹しなければなりません。【空き家の現状・諸岡賛陛先生】２０１３年データによる

　と富津市の空き家の数は３７４０戸であり住宅総数の１８．６％を占めています。今後市内の高齢化が進むにした

　がって空き家の問題はより深刻になっていくことが懸念されています。『これからを見据えて』空き家の件数は今

　後増加することが必至です。官民で情報を共有し、危機感を持って、利活用を促進し、移住・定住のきっかけ等に
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　つながるような制度作りが進むよう取り組んでまいります。【富津市の子育てについて・渡辺務先生】国立社会保

　障人口問題研究所のデータをもとに推測すると机上の計算であるとの前置きながら西暦2900年、今から約900年後

　の日本人の人口は六千人。西暦３０００年には二千人。今の減り方でいくとそうなるという予想でした。単に悲観

　的なことをアナウンスして危機感を煽ることを目的とはしていません。そのような状況を踏まえてどんな対策を打

　つのかを前向きに考えるという姿勢が必要だと思います。富津市で現在行われている「子育てについての現状と取

　り組みについて」この問題への取り組みは言わば、「次世代を担う世代を育成するために、それを育む若いファミ

　 　リー層への支援の充実を図ること。」であると思います。「子育て応援ガイドブック」を新たに作り子育てに役立

　つ情報を乳幼児健診等の機会に子育て世代の皆さんに配布しています。まだまだ課題も多くあります。今後も一つ

　ずつ課題の解決をするために行政に提言を続けて行きます。【富津市の公共施設等の現状と、今後の課題・山田重

　雄先生】公共施設の保有状況は平成27年度末で２２２施設。市民文化系施設１０、社会教育系施設３、スポーツ・

　レクリエーション施設１３、学校教育施設２０、子育て支援施設７、保険・福祉施設６、行政系施設３３、市営住

　宅１２、公園５３、供給処理施設３、上水道施設３９、その他施設２３、合計２２２施設となります。ほぼ半数を

　昭和５０年代後半に整備してきました。市の公共施設の現状と人口の将来予想を見ると、現在保有する公共施設を

　すべて同じ規模のまま維持する前提で試算すると、今後５０年間の更新費用の総額は約６００億円。平均すると年

　間１２億円のコストになります。

　時間の関係で自分が勝手に部分的に取り上げた感じの卓話になりましたが当クラブ幹事の高木さん(高木一彦先生)

　も富津市議会議員です。政治家は富津市民に選ばれた選りすぐりのトップリーダーです。平成３０年度も市民の皆

　様のために未来の子ども達のためにご指導ご鞭撻のほど宜しくお願い申し上げます。

【ニコニコボックス】　 クラブ管理運営委員会 渡邉　敏　会員

佐々木敏郎会員… 本年もよろしくお願い致します。

遠藤　和夫会員… 新年あけましてお目出とうございます。

今年もよろしくお願い致します。

椎津　裕貴会員… あけましておめでとうございます。

小倉　博人会員… 明けましておめでとうございます。

本年もよろしくお願い致します。

秋山　和彦会員… 新年明けましておめでとうお目出当う

ございます。今年も宜しくお願い致します。

宮崎　晴幸会員… 明けましておめでとうございます。

本年も宜しくお願い致します。今年も昨年同様、御支援御協力お願い致します。

渡邉　敏　会員… 明けましておめでとうございます。本年もよき年でありますように。

立石　泰之会長… 皆様、明けましておめでとうございます。謹んで新年のお喜びを申し上げます。

今年も宜しくお願い致します。

8,000円

【出席報告】 クラブ管理運営委員会　 宮崎　晴幸会員

区分 出席 欠席 出席率

今回 11 4 86.7%

前回 11 4 80.0%

　　- ５ -

15 1

本日のニコニコ

累計金額 206,000円

会員数 make up

15 2


